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研究成果の概要（和文）：穀物価格の高騰は大規模穀物輸出企業の利潤を増大させるとともに生産者の収益増大にもつ
ながるはずであるが、実際のところ、特に発展途上国における生産者の収益は増大していないとの指摘がある。完全な
卸売市場の下では生産物価格の上昇は生産者の利潤を増大させるが、卸売市場における買手寡占や情報の非対称性が存
在する場合、生産者の利潤増大は必ずしも達成されないと考えられる。本研究では、卸売市場におけるこれらの現象が
起こるメカニズムを理論的に解明するとともに、価格伝達の度合いについて測定し、それらの実態と要因分析について
定量的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Contrary to the expectation that a high grain price would benefit international 
traders and agricultural producers equally, the profit of smallholding producers in developing countries 
are not strongly linked to the price observed in the international market, a likely result of the 
oligopsony and information asymmetry inherent throughout the grain supply chain. This project developed a 
theoretical explanation for this market failure and then conducted empirical decomposition of factors 
preventing agricultural development.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 世界市場における穀物価格の高騰が、世界

中の消費者および生産者の生活に多大なる

影響を与えており、中でも所得水準の低い発

展途上国の消費者の購買力の低下は彼らの

生活水準や健康状態を深刻なまでに悪化さ

せていた。一方、穀物生産者の立場から見た

場合、この市場条件は生活水準向上の絶好の

機会であり、投入物価格に同等以上の上昇が

見られない限り、完全市場においては彼らの

所得は増大するはずと考えられていた。 

 ところが現実社会においては、穀物価格の

上昇が必ずしも生産者の利潤改善には繋が

っていないことが、生産者価格の動きから明

らかになりつつあった。このことは、バリュ

ーチェーン分析を用いた世界銀行の調査に

よる、例えばカンボジアのコメの流通過程全

体の中で生産者が手にする利潤の割合は 4 割

程度にしか過ぎないという推計等からも裏

付けられており、このような市場環境が、生

産者の生産へのインセンティブを低下させ、

ひいては世界の食料供給の安定に悪影響を

及ぼす可能性を持っていることが危惧され

ていた。また、農産物市場、特に発展途上国

における農産物市場における、このような分

配の不平等に関する問題意識は、既にフェア

トレード運動のような、先進国の消費者が発

展途上国の生産者に対して自主的に価格プ

レミアムを払うシステムを発達させてはい

たが、これらのシステムの下では「公平(fair)

な価格とは何か」「なぜ現実の市場において

その価格が達成されていないのか」という最

も重要な議論が無視されており、根本的な意

味での市場の失敗の解決には至っていなか

った。 

 

 

２．研究の目的 

 このような背景を踏まえ、本研究では卸売

市場においてこれらの現象が起こるメカニ

ズムを理論的に解明するとともに、価格伝達

の度合いについて測定を行い、それらの実態

と要因について定量的に明らかにすること

を主目的として設定した。また従来、市場か

ら市場への価格不伝達の度合が全ての要因

を含んだ形で計測されており、その要因を市

場の競争度、売手と買手の間の情報の非対象

性の度合、卸売市場と輸出市場・小売市場の

間の地理的特性等の要因ごとに分解した例

がなかったことを踏まえ、これらの分解を可

能にし農業分野における産業組織論の発展

の一助となること、加えて、各要因の相対的

重要性を把握することにより、発展途上国の

農村開発においてどの分野に重点的に取り

組むことが最も農民の生活水準向上に繋が

りやすいかを知るための客観的情報を提供

することの二点を副次的な目的として設定

した。 

 

 

３．研究の方法 

 上記の目的を達成するため，課題全体を 3

つのパートに分割し研究を行った。 

 

(1) 川下の市場から川上の市場への価格不伝

達の原因を、買手寡占の理論・情報の非対称

性の理論・市場と市場を結ぶインフラストラ

クチャを考慮した空間の概念等により理論

的に明する「理論開発」 

 

(2) 公刊ミクロデータと文献を基に農産物市

場の特性を把握し、計量分析をデザインする

に当たって必要な情報を収集する「予備分

析」 

 

(3) 卸売市場における農産物価格や投入財の

価格を収集した上で、様々な要因の価格不伝

達への実際の寄与度を測定する「統計解析」 

 

 

４．研究成果 



 各パートによる主な研究成果は以下のと

おりである。 
 

(1) 手法開発 

①水平方向・垂直方向の双方に市場支配力が

存在する寡占モデルを開発した。とりわけ、

食品加工業者と卸売業者が共に不完全な市

場支配力を行使する双方寡占状態の世界を

想定し、両者間のパワーバランスを内生的に

導出するための理論モデルを構築した。 

 

②寡占市場における情報の非対称性の効果

がプレーヤーの空間的配置によってどのよ

うな影響を受けるかを考慮し、それを基に発

展途上国の農産物市場をより的確に表現す

るためのベルトラン競争モデル (数量ではな

く価格を戦略変数とする市場競争のモデル) 

を設計した。 

 

③農家の投入財の購入元、生産財の販売先双

方の選択肢が限られており、しかも地域外の

価格情報の入手が容易でない世界を想定し

た、投入財・生産財のトレーダー (行商人) の

行動を説明する理論モデルを構築した。 

 

④上記の各モデルについて、暗黙裡に仮定さ

れている前提条件を検討し、それぞれのモデ

ルが適用できる発展途上国の社会経済環境

について特定化した。 

 

(2) 予備分析 

①公刊されたミクロデータを整理すること

により、発展途上国の農産物市場を不完全競

争の性質や度合に基づいて類型化した。 

 

②公刊された空間ミクロデータを整理する

ことにより、発展途上国の農産物市場および

農業用投入財市場を空間競争の性質や度合

に基づいて類型化した。 

 

(3) 統計解析 

①アジア諸国 (中国・ベトナム・スリランカ・

カンボジア) における現地調査を行い、公刊

データとしては入手できない市場情報を収

集すると共に、上記「予備分析」パートにて

設定した市場の類型化の妥当性を検討する

ための聞き取りを実施した。 

 

②上記「理論開発」パートにて開発した双方

寡占の理論モデルを基にベトナムの農産物

市場における価格不伝達の度合いを測定し

た上で、それによる社会厚生の損失を抑制す

るための貿易政策・国内農業政策ならびに国

際援助政策について考察した。 

 

③上記「理論開発」パートにて開発した空間

競争のモデルを基にスリランカの農産物市

場における空間的不完全競争の度合いを測

定した上で、それによる社会厚生の損失を抑

制するための貿易政策・国内農業政策ならび

に国際援助政策について考察した。 

 

④上記「理論開発」パートにて開発したトレ

ーダーのモデルを基にケニアの農産物市場

および農業用投入財市場における同時不完

全競争の度合いを測定した上で、それによる

社会厚生の損失を抑制するための貿易政

策・国内農業政策ならびに国際援助政策につ

いて考察した。 
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